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内
海
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保
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法
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定
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設
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構
造
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の
変
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の
許

地
区
画
整
理
組
合
の
理
事
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氏
名
及

委
公
告

口
県
労
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会
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あ
っ
せ
ん
員
候

告
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告
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地
改
良
事
業
施
行
の
同
意
（
農
村
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畜
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予
防
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五
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規

安
林
指
定
施
業
要
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変
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（
森
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傾
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地
崩
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危
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区
域
の
指
定
に
関

路
の
位
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指
定
（
建
築
指
導
課
）

告別
保
護
地
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の
指
定
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縦
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成
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…
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平 成 年
月 日

（火曜日）

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令

薬
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る

二
の
科
学
技
術
に
関
す
る
研

る
も
の
に
設
置
さ
れ
る
そ
れ

廃
棄
物
処
理
施
設
、
同
表
第

又
は
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
の
蒸

の
処
理
施
設

四

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

排
出
水
の
排
出
の
方
法
を

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称

氏
名
又
は
名
称

武
田

住

所

大
阪

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称

名

称

武
田
薬
品
工

所
在
地

光
市
大
字
光

三

特
定
施
設
の
種
類

る
。当

該
特
定
施
設
の
構
造
等
を

づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項

の
間
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環

に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
十
日

（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十

ろ
過
施
設
、
分
離
施
設
及
び
廃
ガ

究
、
試
験
、
検
査
又
は
専
門
教
育

ら
の
業
務
の
用
に
供
す
る
洗
浄
施

七
十
一
号
の
六
の
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ

留
施
設
並
び
に
同
表
第
七
十
四
号

の
内
容

変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
表

山
口

及
び
住
所

薬
品
工
業
株
式
会
社

市
中
央
区
道
修
町
四
丁
目
一
番
一

及
び
所
在
地

業
株
式
会
光
工
場

井
四
七
二
〇
番
地

変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す

を
記
載
し
た
書
面
は
、
平
成
十
七

境
政
策
課
及
び
光
市
環
境
市
民
部

一

八
号
）
別
表
第
一
第
四
十
七
号
の

ス
洗
浄
施
設
、
同
表
第
七
十
一
号

を
行
う
事
業
場
で
環
境
省
令
で
定

設
、
同
表
第
七
十
一
号
の
四
の
産

チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

の
特
定
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る

の
と
お
り
変
更
を
生
じ
る
。

県
知
事

二

井

関

成

号 影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に

年
五
月
十
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま

環
境
保
全
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦

医のめ業ン水 基で覧

告

示



平

定

成 年 月 日 火曜日

一二三

山 口

づ
く

る
。当

づ
く

の
間

覧
に

（定期）県 報

２山
瀬

第 号

排排１

事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
水
の
処

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住

氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
ト

住

所

周
南
市
御
影

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所

名

称

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

所
在
地

周
南
市
晴
海
町
一
番

特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和

特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
許

該
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す

事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載

、
山
口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策

供
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
十
日

排

水

口

変
更
前

変
更
後

口
県
告
示
第
三
百
号

戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法

出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出

水

口

項

目

水通

排

水

口

変
更
前

変
更
後

理
施
設

所ク
ヤ
マ

町
一
番
一
号

在
地

徳
山
製
造
所
東
工
場

一
号

四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号

可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響

し
た
書
面
は
、
平
成
十
七
年
五

課
及
び
周
南
市
環
境
生
活
部
環

山
口
県
知

七
・
九

七
・
五

八
・
五

六
・
六

一

（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号

水
の
量

排

出

水

素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
（

常

最

大

通

常

最

七
・
九

七
・
五

八
・
五

一
四
・
六

四

〃

〃

〃

〃）
別
表
第
一
第
七
十
四
号
の
特

の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す

に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基

月
十
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で

境
政
策
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦

事

二

井

関

成

一
・
一

二
・
八

五
・
七

検

）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基

の

汚

染

求
量
／

）

浮

遊

物

質

量

（

／

）
（

大

通

常

最

大

最

四
・
八

二
・
八

五
・
七

検

〃

〃

〃

種

類

項
目

構

能

力

（

／
日
）

七
四

変
更
前

、

変
更
後
七
三
、
〇
〇

備
考

「
七
四
」
と
は
、
水
質
汚

水
の
処
理
施
設
を
い
う
。

出
せ
ず

一
〇
・
七

一
六
・
三

四

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

特
定
施
設
の
構
造
及
び
排

更
を
生
じ
る
。

種
類
、
構
造
及
び
使
用

状

態

の

鉱
油
類

／

）

窒

素

（

／

）

大

通

常

最

大

出
せ
ず

一
〇

一
四

〃

〃

造

工
事
着
手

予

定

年
月
日

工
事
完
成

予

定

年
月
日

使
用

予年
月

（
既

設

〇
平
成
一
七
、

六
、
一
五
平
成
一
八
、

一
、
一
五
平
成
一
一
、

濁
防
止
法
施
行
令
別
表
第
一
第
七
十
四

〇
・
七
八

一
・
二

一
一
二
、

の
内
容

出
水
の
排
出
の
方
法
を
変
更
す
る

時
間
間
隔
等

排
出
水
の

値燐（

／

）

通

常

最

大

通

〇
・
三
九

〇
・
五
六

二
七
三
、

〃

〃

〃

使
用
の
方
法

開
始定日

使
用
時

間
間
隔

一
日
当
た

り
の
使
用

時

間

季
節
的

変
動
の

概

要

）

連

続
二
四
時
間
変
動
な

し

八
、
一
五
〃

〃

〃

号
の
特
定
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る

四
四
〇

一
二
〇
、
〇
〇
〇

こ
と
に
よ
り
、
次
の
表
の
と
お
り

一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

二
一
〇

二
九
一
、
五
七
七

〃

二

変
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中

山 口 県

沈種

（定期）報

備中

第 号

種

処
理
前

変
更
前

処
理
前

変
更
前

和
処
理
施
設

変
更
後

処
理
後

変
更
前

変
更
後

変
更
後

〃

殿

池

変
更
前

堰

変
更
後

〃

処
理
施
設
に
よ
る
処
理
前
及
び

類

項

目

変
更
後

考

の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に

汚
水
等
の
処
理
施
設
の
種
類
、

種

類

項
目

構

和
処
理
施
設

変
更
前

コ
ン
ク

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状

類

項
目

水
素
イ

通

常

七
四

変
更
前

一
〇
・
五

八
一
一

一

（
水
素
指
数
）

通

常

最

大

通

一

〇一

〃

〃

二
〇
・

七

六八

〃

〃

二
〇
・

〃

囲

い

三
一
〇
、
〇
〇
〇

七
三
、
〇
〇
〇

処
理
後
の
汚
水
等
の
汚
染
状
態

汚

水

水
素
イ
オ
ン
濃
度

化
学
的

〃

〃

〃

つ
い
て
準
用
す
る
。

構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

造

能

力

（

／
日
）

リ
ー
ト
製

一
、
五
〇
〇

態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

汚

水

等

オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
（

最

大

通

常

最

七

六九

一
四

四

二
〇
・
八
三
、五
〇
〇
五
、〇

（

／

）

（

／

常

最

大

通

常

最

五

一
〇

一
〇

六

五
〇

〃

五

一
〇

〃

六

五
〇

〃

〃

〃

沈

殿

〃

〃

〃

の
値
並
び
に
汚
水
等
の
量

等

の

汚

酸
素
要
求
量

浮

遊

物

質

二
〇
・
七

〃

〃

処
理
の
方
式

使
用
時
間

間

隔

中

和

連

続

の

汚

染

求
量
／

）

浮

遊

物

質

量

（

／

大

通

常

最

二
〇
・
八

一
〇

二
〇
〇

三

一
二
・
二

二
〇

）
（

／

）

（

／

大

最

大

通

常

最

三
〇

一

四

七

〃

〃

一
・
二

〃

〃

四

七

〃

〃

一
・
二

〃

〃

〃

〃

〃

〃

染

状

態

量

鉱
油
類

窒

一
二

二
〇
・
四

一
日
当
た
り

の
使
用
時
間

季
節
的
変
動

概

二

四

時

間

変

動

な

状

態

の

）

窒

素

（

／

）

大

通

常

最

大

通

〇

一
二
・
二

二
〇
・
七

・
七

六
・
五

一
一
・
七

三
七

）

（

／

）

大

通

常

最

大

通

・
七

〇
・
〇
三

〇
・
〇
六

一
〇

二
・
二

一
二

一

・
七

〇
・
〇
三

〇
・
〇
六

一
〇

二
・
二

一
二

一

（
既

平
成
一
七
、

六
、
一
五

平
成
一
八一

汚
水

の

値

素

燐

〃

〃

三
七

の要

工
事
着
手
予
定

年

月

日

工
事
完

年

月

し 値

汚
水
等

燐
（

／

）

常

最

大

通

〇
・
〇
二

〇
・
二

三
七

三

、
三
八
四

四
九
、
九
三
五

常

最

大

二
二
七

二
八
四

、
〇
七
五

一
、
二
九
二

二
二
七

二
八
四

、
〇
七
五

一
、
二
九
二

設
）

、、
一
五

平
成
一
八
、

一
、
一
五

等
の
一
日
当
た
り
の
量
（

）

、
九
四
二

五
〇
、
六
八
三

成
予
定日

使
用
開
始
予
定

年

月

日

の
一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

、
三
八
四

四
九
、
九
三
五
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居氏称
株
式

び社
会

下
関

祉
協

山 口

山
生

介
護

（定期）県 報

排１２

第 号

沈五

シ

宅

介

護

事

業

者

名
又
は
名

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

会
社
み
や

下
関
市
大
字
椋

野
三
二
二
の
一

ホス若

福
祉
法
人

市
社
会
福

議
会

〃

貴
船
町

三
丁
目
四
番
一

号

下川パ

口
県
告
示
第
三
百
一
号

活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
を
担
当

平
成
十
七
年
五
月
十
日

水

口

項

目

水通

排

水

口

変
更
前

変
更
後

排

水

口

変
更
前

変
更
後

殿

池

変
更
後

処
理
後

変
更
前

変
更
後

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排

ョ
ン

居

宅

介

護

事

業

所

名

称

所

在

地

ー
ム
ヘ
ル
プ

テ
ー
シ
ョ
ン

葉

下
関
市
大
和
町

一
丁
目
三
番
七

号

関
市
社
協
菊

ホ
ー
ム
ヘ
ル

ー
ス
テ
ー

〃

菊
川
町

大
字
下
岡
枝
一

八
八

第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条

さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指

山
口
県
知

素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
（

常

最

大

通

常

最

七

六九

三
・
九

〃

〃

〃

〃

〃

三
・
三

〃

〃

二

〃

〃

〃

七

六九

〃

〃

〃

〃

出
水
の
量

排

出

水

事
業
の

種
類

指
定
年
月
日

訪
問
介

護

平
成
一
六
、

一
二
、

一

〃

平
成
一
七
、

二
、
一
四

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
し
た
。

事

二

井

関

成

求
量
／

）

浮

遊

物

質

量

（

／

）
（

大

通

常

最

大

最

四
・
八

三

五

〃

〃

〃

四
・
二

五

一
〇

三

〃

〃

二
〇
・
七
〃

〃

二
〇
・
八

一
〇

二
〇
・
七

〃

の

汚

染

五
一
〇

〃

〃

〃

〃〃

社
会
福
祉
法
人

ア
ス
ワ
ン
山
荘

宇
部
市
大
字

田
四
〇
の
二

一

萩
市

萩
市
大
字
江

〃

〃

〃〃

〃

〃

〃〃

〃

〃

〃

鉱
油
類
／

）

窒

素

（

／

）

大

通

常

最

大

二

一
・
二

二

〃

〃

〃

〃

〇
・
四

〇
・
七

〃

〇
・
三

〇
・
六

〃

一
二

二
〇

二
〇

二

一
二
・
二

二
〇

〃

〃

一
二

二
〇

状

態

の

健
福
祉
支
援
セ

ン
タ
ー
や
ま
び

こ

下
三
九
九

〃

田
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

大
字
矢
田

五
の
一

〃

下
関
市
社
協
豊

北
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

〃

豊

大
字
滝
部

四
五
の
一

木二

ア
ス
ワ
ン
山
荘

ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

宇
部
市
大

田
四
〇
の

一

向

萩
市
高
齢
者
保

萩
市
大
字

〃

下
関
市
社
協
下

関
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

〃

貴

三
丁
目
四

号

〃

下
関
市
社
協
豊

浦
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

〃

豊

大
字
川
棚

九
二
の
一

下
関
市
社
協
豊

〃

豊

排
出
水
の

燐（

／

）

通

常

最

大

通

〇
・
〇
三

〇
・
〇
六

四
六
九
、

〃

〃

四
六
九
、

〇
・
六
七

一
・
二

四
、

〇
・
〇
二

〇
・
〇
四

一
、

・
四

〃

一
一
・
六

三
七

・
七

〇
・
〇
二

〇
・
二

三
七

・
四

〃

〃

三
七

値

八

三
、

三
六

〃

〃

北
町

三
一

〃

〃

〃

〃

字
木

二
二

〃

平
成
一
六
、

八
、

弥
富

〃

平
成
一
七
、

船
町
番
一

〃

〃

〃

〃

浦
町
四
八

〃

〃

〃

〃

田
町

〃

〃

一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

三
八
四

六
四
九
、
九
三
五

九
四
二

六
五
〇
、
六
八
三

二
二
八

四
、
九
六
六

三
八
〇

二
、
六
二
〇

、
九
四
二

五
〇
、
六
八
三

、
三
八
四

四
九
、
九
三
五

、
九
四
二

五
〇
、
六
八
三

四

六 一



平成

社
会

下
関

祉
協

年 月 日 火曜日

〃社
会

萩
市

協
議

社
会

長
門

祉
協

山 口 県

社
会
下
関
祉
協

〃〃〃

（定期）報

長
門
祉
協

〃〃社
会
豊
関
会

第 号

社
会

萩
市

協
議

〃〃社
会

福
祉
法
人

市
社
会
福

議
会

下
関
市
貴
船
町

三
丁
目
四
番
一

号

下よス 護

〃

〃〃

〃

下北護

福
祉
法
人

社
会
福
祉

会

萩
市
大
字
江
向

三
五
六
の
三

萩所

福
祉
法
人

市
社
会
福

議
会

長
門
市
東
深
川

一
三
二
一
の
一

長門浴

福
祉
法
人

市
社
会
福

議
会

下
関
市
貴
船
町

三
丁
目
四
番
一

号

下川護

〃

〃〃

〃

下関護

〃

〃〃

〃

下田護

〃

〃〃

〃

下浦

市
社
会
福

議
会

一
三
二
一
の
一

置護

〃

〃

〃

長隅護

〃

〃

〃

長谷護

福
祉
法
人

老
人
福
祉

豊
浦
郡
豊
北
町

大
字
田
耕
二
四

二
六
の
一

白ヘイ

福
祉
法
人

社
会
福
祉

会

〃

〃

三
五
六
の
三

萩所

〃

〃

〃

萩所

〃

〃

〃

萩所

福
祉
法
人

長
門
市
東
深
川

長
関
市
社
協
と

た
訪
問
看
護

テ
ー
シ
ョ
ン

下
関
市
豊
田
町

大
字
矢
田
三
六

五
の
一

事
業
所

九
二
の
一

関
市
社
協
豊

訪
問
入
浴
介

事
業
所

〃

豊
北
町

大
字
滝
部
三
一

四
五
の
一

社
協
南
事
業

萩
市
川
上
四
五

六
七

門
市
社
協
長

支
部
訪
問
入

事
業
所

長
門
市
東
深
川

一
三
二
一
の
一

関
市
社
協
菊

訪
問
入
浴
介

事
業
所

下
関
市
菊
川
町

大
字
下
岡
枝
一

八
八

関
市
社
協
下

訪
問
入
浴
介

事
業
所

〃

貴
船
町

三
丁
目
四
番
一

号

関
市
社
協
豊

訪
問
入
浴
介

事
業
所

〃

豊
田
町

大
字
矢
田
三
六

五
の
一

関
市
社
協
豊

訪
問
入
浴
介

〃

豊
浦
町

大
字
川
棚
四
八

支
部
訪
問
介

事
業
所

五
九
一
四
の
三

門
市
社
協
三

支
部
訪
問
介

事
業
所

〃

三
隅
中

一
四
七
三

門
市
社
協
油

支
部
訪
問
介

事
業
所

〃

油
谷
新

別
名
八
〇
三

滝
荘
ホ
ー
ム

ル
パ
ー
ス
テ

シ
ョ
ン

豊
浦
郡
豊
北
町

大
字
田
耕
二
四

二
六
の
一

社
協
北
事
業

〃

大
字
下
田

万
一
〇
三
六

社
協
東
事
業

〃

大
字
福
井

下
三
九
九
四
の

一

社
協
南
事
業

〃

川
上
四
五

六
七

門
市
社
協
日

長
門
市
日
置
上

訪
問
看

護

〃

二
、
一
四

〃

〃

〃

〃

〃

〃

三
、

七

〃

〃

〃

二
二

訪
問
入

浴
介
護

平
成
一
七
、
二
、
一
四

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二
二

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平
成
一
五
、

一
二
、

一

〃

〃

〃

七

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

社
会
福
祉
法
人

長
門
市
社
会
福

祉
協
議
会

長
門
市
東
深

一
三
二
一
の

下
関
市

下
関
市
南
部

一
番
一
号

〃

〃

〃

〃

〃

社
会
福
祉
法
人

下
関
市
社
会
福

祉
協
議
会

〃

貴
船

三
丁
目
四
番

号

〃

〃

〃〃

萩
市

萩
市
大
字
江

五
一
〇

三

萩
市

萩
市
大
字
江

五
一
〇

医
療
法
人
最
所

ク
リ
ニ
ッ
ク

玖
珂
郡
大
畠

大
字
神
代
四

七
六

株
式
会
社
メ

デ
ィ
カ
ル
テ
ン

ダ
ー

下
関
市
垢
田

一
丁
目
二
一

一
六
号

〃

〃

〃〃

萩
市

萩
市
大
字
江

五
一
〇

医
療
生
活
協
同

組
合
健
文
会

宇
部
市
五
十

山
町
一
六
の

下
関
市
立
豊
田

中
央
病
院

〃

豊

大
字
矢
田

五
の
一

川一

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
し
あ

わ
せ
長
門

長
門
市
東

一
三
二
一

町

下
関
市
豊
浦
地

域
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
介
護
老
人

保
健
施
設
ひ
び

き
苑

下
関
市
豊

大
字
小
串

三

〃

〃

〃

町一

下
関
市
社
協
菊

川
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

〃

菊

大
字
上
大

六
〇

〃

下
関
市
社
協
豊

北
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
ほ

の
ぼ
の

〃

豊

大
字
神
田

一
一
の
二

向

萩
市
高
齢
者
保

健
福
祉
支
援
セ

ン
タ
ー
や
ま
び

こ

萩
市
大
字

下
三
九
九

二
〇
号

向

萩
市
国
民
健
康

保
険
弥
冨
診
療

セ
ン
タ
ー

萩
市
大
字

下
三
九
九

町三

最
所
内
科

玖
珂
郡
大

大
字
神
代

七
六

町番

富
士
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
勝
谷

下
関
市
勝

町
三
丁
目

一
六
号

〃

下
関
市
社
協
ほ

う
ほ
く
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

〃

豊

大
字
滝
部

四
五
の
一

向

萩
市
国
民
健
康

保
険
弥
冨
診
療

セ
ン
タ
ー

萩
市
大
字

下
三
九
九

目二

小
野
田
診
療
所

小
野
田
市

一
丁
目
一

五

田
町

三
六

〃

〃

〃

〃

深
川

の
一

〃

〃

〃

二

浦
町

七
の

通
所
リ

ハ
ビ
リ

テ

ー

シ
ョ
ン

〃

二
、
一

〃

短
期
入

所
療
養

介
護

〃

〃

〃

川
町

野
四

〃

〃

二
、
一

北
町
四
六

〃

〃

〃

〃

弥
富

八

〃

〃

三
、

弥
富

五

訪
問
リ

ハ
ビ
リ

テ

ー

シ
ョ
ン

〃

三
、

畠
町
四
三

居
宅
療

養
管
理

指
導

〃

一
、

谷
新
九
番

通
所
介

護

〃

〃

北
町

三
一

〃

〃

〃

〃

弥
富

五

〃

〃

三
、

山
七
番

〃

〃

二
、

二三 四六 六一〃 六一



平成 年 月 日 火曜日

株
式

社
会

関
市

議
会

〃〃

山 口

生
介
護居名

社
会

樹
会

（定期）県 報

特
定
動
法

あ
じ

株
式

ケ
ア

山

第 号

社
会

下
関

祉
協

〃〃

号

会
社
み
や
び

〃

大
字
椋
野

三
二
二
の
一

福
祉
法
人
下

社
会
福
祉
協

〃

貴
船
町
三

丁
目
四
番
一
号

〃

〃
〃

〃

〃

〃
〃

〃

活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
支
援
計

平
成
十
七
年
五
月
十
日

宅
介
護
支
援
事
業
者

称

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

福
祉
法
人
緑

下
関
市
王
喜
本
町

六
丁
目
一
番
一
二

非
営
利
活

人
宅
老
所

さ
い

〃

豊
浦
町

大
字
黒
井
一
八

〇
三

グム

会
社
フ
ル

成
和

広
島
市
西
区
商

工
セ
ン
タ
ー
一

丁
目
二
番
一
九

号

株ケ福

口
県
告
示
第
三
百
二
号

福
祉
法
人

市
社
会
福

議
会

〃

貴
船
町

三
丁
目
四
番
一

号

下ルし

〃

〃〃

〃

下ルそ

〃

〃〃

〃

下ルた

業
所

の
一

号

若
葉
居
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー

〃丁
目
三

下
関
市
社
協
菊
川

居
宅
介
護
支
援
事

業
所

〃字
下
岡

下
関
市
社
協
下
関

居
宅
介
護
支
援
事

業
所

〃丁
目
四

下
関
市
社
協
豊
浦

居
宅
介
護
支
援
事

〃字
川
棚

第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条

画
の
作
成
を
担
当
さ
せ
る
機
関

山
口
県
知

居
宅
介
護
支
援
事

名

称

所

王
喜
の
郷
居
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー

下
関
市

六
丁
目

ル
ー
プ
ホ
ー

あ
じ
さ
い

〃

豊
浦
町

大
字
黒
井
一
八

〇
三

式
会
社
フ
ル

ア
成
和
山
口

祉
事
業
所

山
口
市
大
字
江

崎
二
二
一
三
の

六

関
市
社
協
グ

ー
プ
ホ
ー
ム

ま
ど

〃

豊
北
町

大
字
神
田
四
六

一
一
の
二

関
市
社
協
グ

ー
プ
ホ
ー
ム

ま
じ

〃

豊
北
町

大
字
田
耕
二
五

〇
八

関
市
社
協
グ

ー
プ
ホ
ー
ム

ん
ぽ
ぽ

〃

豊
北
町

大
字
矢
玉
一
二

九

大
和
町
一

番
七
号

〃

一
二
、

〃

菊
川
町
大

枝
一
八
八

平
成
一
七
、

二
、
一
四

貴
船
町
三

番
一
号

〃

〃

〃

豊
浦
町
大

四
八
九
二

〃

〃

〃

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

事

二

井

関

成

業
所

指
定
年
月
日

在

地

王
喜
本
町

一
番
一
二

平
成
一
六
、

四
、

一

〃

〃

〃

二
四

福
祉
用

具
貸
与

〃

四
、

一

痴
呆
対

応
型
共

同
生
活

介
護

〃

一
四

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

下
関
市
立
豊
田
中
央
病
院

介

護

老

人

名

称

下
関
市
豊
浦
地
域
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
介
護
老
人
保
健
施
設
ひ
び

き
苑

介

護

療

養

名

称

下
関
市
立
豊
浦
病
院

の
一

山
口
県
告
示
第
三
百
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五

介
護
扶
助
の
た
め
の
施
設
介
護

平
成
十
七
年
五
月
十
日

一
〇

社
会
福
祉
法
人
萩

市
社
会
福
祉
協
議

会

〃

〃

五
六
の
三

〃

〃

〃

〃

〃

〃

社
会
福
祉
法
人
豊

関
老
人
福
祉
会

豊
浦
郡
豊

字
田
耕
二

〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃
〃

社
会
福
祉
法
人
ア

ス
ワ
ン
山
荘

宇
部
市
大

四
〇
の
二

萩
市

萩
市
大
字

〃

豊
田
町
大
字
矢
田
三
六

保

健

施

設

所

在

下
関
市
豊
浦
町
大
字
小
串
七
の

型

医

療

施

設

所

在

下
関
市
豊
浦
町
大
字
小
串
七
の の

年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十

を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お

山
口

福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ま
び
こ

三

三

萩
社
協
北
事
業
所

〃一

〃

萩
社
協
東
事
業
所

〃三

〃

萩
社
協
南
事
業
所

〃七

北
町
大

四
二
六

白
滝
荘
居
宅
介
護

支
援
事
業
所

豊字

〃

下
関
市
社
協
豊
田

居
宅
介
護
支
援
事

業
所

〃字一

〃

下
関
市
社
協
豊
北

居
宅
介
護
支
援
事

業
所

〃字の

字
木
田

二
一

ア
ス
ワ
ン
山
荘
居

宅
介
護
支
援
事
業

所

宇四

江
向
五

萩
市
高
齢
者
保
健

萩
五
の
一

〃

〃

〃

指

定

年

月

日

地
三

平
成
一
七
、

二
、
一

指

定

年

月

日

地
三

平
成
一
七
、

二
、
一

一四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

り
指
定
し
た
。

県
知
事

二

井

関

成

九
九
八

三
、

大
字
下
田
万

〇
三
六

〃

〃

大
字
福
井
下

九
九
四
の
一

〃

〃

川
上
四
五
六

〃

〃

浦
郡
豊
北
町
大

田
耕
二
四
二
六

平
成
一
五
、

一
二
、

豊
田
町
大

矢
田
三
六
五
の

〃

〃

〃

豊
北
町
大

滝
部
三
一
四
〇

一

〃

〃

〃

部
市
大
字
木
田

〇
の
二
二
一

平
成
一
六
、

七
、

市
大
字
弥
富
下

平
成
一
七
、

六

三三 、 六七〃〃一 一



平成

す
三

年 月 日 火曜日

〃〃〃〃〃

山 口 県

〃〃〃〃

（定期）報

一二
平〃〃

第 号

山
計

成
五

お
り

平
成
十
七
年
七
月
十
九
日
か
ら
同

る
。

所
在
場
所
に
お
け
る
定
期
検
査
の

〃

〃

午
後
一

〃

〃

午
後
三

分
ま
で

〃

一
四

午
前
一

一
一
時

〃

〃

午
後
一

〃

一
五

午
前
一

ま
で
及

二
時
ま

時
三
〇

〃

一
一

午
前
一

ま
で

〃

〃

午
後
一

時
ま
で

〃

一
二

午
前
一

ま
で
及

三
時
ま

〃

一
三

午
前
一

一
一
時

区
域

柳
井
市

検
査
の
期
日
、
場
所
等

期

日

時

成
一
七
、

七
、

八

午
前
一

一
一
時

〃

〃

午
後
一

〃

〃

午
後
二

口
県
告
示
第
三
百
四
号

量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一

年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
十

実
施
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
十
日

年
九
月
三
十
日
ま
で
は
、
山
口

期
間

時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

柳
井

時
か
ら
午
後
四
時
三
〇

柳
井

〇
時
三
〇
分
か
ら
午
前

三
〇
分
ま
で

柳
井

時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

柳
井

絡
所

〇
時
三
〇
分
か
ら
正
午

び
午
後
一
時
か
ら
午
後

で

柳
井

分
ま
で

〇
時
三
〇
分
か
ら
正
午

柳
東

時
三
〇
分
か
ら
午
後
三

ア
ク

〇
時
三
〇
分
か
ら
正
午

び
午
後
一
時
か
ら
午
後

で

柳
井

〇
時
三
〇
分
か
ら
午
前

三
〇
分
ま
で

柳
井

山
口
県
知

間

〇
時
三
〇
分
か
ら
午
前

三
〇
分
ま
で

柳
井

時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

柳
井

時
三
〇
分
か
ら
午
後
三

柳
井

号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定

条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
特
定

県
計
量
検
定
所
に
お
い
て
実
施

市
役
所
阿
月
出
張
所

市
役
所
日
積
出
張
所

市
役
所
平
郡
出
張
所

市
役
所
平
郡
出
張
所
西
平
郡
連

市
大
畠
公
民
館

文
化
会
館

テ
ィ
ブ
や
な
い

市
役
所

市
伊
保
庄
公
民
館

事

二

井

関

成

場

所

市
役
所
伊
陸
出
張
所

市
役
所
新
庄
出
張
所

市
役
所
余
田
出
張
所

に
よ
り
、
計
量
法
施
行
令
（
平

計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二
七

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二
八

〃

〃

二
五

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二
六

〃

〃

〃

期

日

平
成
一
七
、

七
、
二
〇

〃

〃

〃

〃

〃

二
一

〃

〃

〃

〃

〃

二
二

平
成
十
七
年
七
月
八
日
か

四

指
定
定
期
検
査
機
関
の
名

社
団
法
人
山
口
県
計
量
振

一

区
域

玖
珂
郡

二

検
査
の
期
日
、
場
所
等

午
前
一
一
時
か
ら
正
午
ま
で
及

び
午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で 午
後
二
時
三
〇
分
か
ら
午
後
三

時
ま
で

午
前
一
一
時
か
ら
午
前
一
一
時

三
〇
分
ま
で

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
午
後
二

時
三
〇
分
ま
で

午
後
三
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
午
前
一

〇
時
ま
で

三
時
ま
で

午
前
一
一
時
か
ら
正
午
ま
で

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
午
後
二

時
ま
で

午
後
二
時
三
〇
分
か
ら
午
後
四

時
三
〇
分
ま
で

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
午
前
一

一
時
三
〇
分
ま
で

午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

時

間

午
前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
正
午

ま
で

午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
午
前
一

一
時
三
〇
分
ま
で

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
午
後
三

時
ま
で

午
前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
正
午

ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後

ら
同
月
二
十
九
日
ま
で

称興
協
会

七

周
東
町
保
健
セ
ン
タ
ー

美
川
町
林
業
セ
ン
タ
ー

周
東
町
役
場
川
越
出
張
所

周
東
町
役
場
米
川
出
張
所

周
東
町
役
場
祖
生
出
張
所

玖
珂
郡
周
東
町
大
字
田
尻
七
五
九

八山
口
東
農
業
協
同
組
合
中
田
出
張

錦
町
役
場
高
根
支
所

錦
町
役
場
深
須
支
所

錦
町
役
場

美
川
町
役
場

美
川
町
役
場
南
桑
支
所

場

所

和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

西
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

美
和
町
保
健
セ
ン
タ
ー

本
郷
村
役
場

由
宇
町
文
化
会
館

の所



平成 年 月 日 火曜日

〃す
三四

山 口

〃〃〃〃〃〃

（定期）県 報

一二
平〃

第 号

〃る
三四

時
ま
で

〃

三
一

午
前
一

三
〇
分

平
成
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
同
年

る
。

所
在
場
所
に
お
け
る
定
期
検
査
の

平
成
十
七
年
八
月
二
十
六
日
か
ら

指
定
定
期
検
査
機
関
の
名
称

社
団
法
人
山
口
県
計
量
振
興
協
会

〃

〃

午
後
一

時
三
〇

〃

二
九

午
前
九

で

〃

〃

午
前
一

一
一
時

〃

〃

午
後
一

〃

三
〇

午
前
一

〃

〃

午
後
一

区
域

熊
毛
郡

検
査
の
期
日
、
場
所
等

期

日

時

成
一
七
、

八
、
二
六

午
前
一

ま
で

〃

〃

午
前
一

ま
で

〃

二
九

午
前
一

ま
で
及

三
時
ま

平
成
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
同
年

。所
在
場
所
に
お
け
る
定
期
検
査
の

平
成
十
七
年
七
月
二
十
日
か
ら
同

指
定
定
期
検
査
機
関
の
名
称

社
団
法
人
山
口
県
計
量
振
興
協
会

〇
時
か
ら
午
前
一
一
時

ま
で

上
関

十
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
山
口

期
間

同
年
九
月
三
十
日
ま
で

時
三
〇
分
か
ら
午
後
四

分
ま
で

田
布

時
か
ら
午
前
一
〇
時
ま

平
生

〇
時
三
〇
分
か
ら
午
前

三
〇
分
ま
で

平
生

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

平
生

一
時
か
ら
正
午
ま
で

上
関

時
三
〇
分
か
ら
午
後
三

上
関

間

〇
時
か
ら
午
前
一
一
時

田
布

一
時
三
〇
分
か
ら
正
午

田
布

〇
時
三
〇
分
か
ら
正
午

び
午
後
一
時
か
ら
午
後

で

玖
珂

九
月
三
十
日
ま
で
は
、
山
口
県

期
間

年
九
月
三
十
日
ま
で

町
役
場
祝
島
支
所

県
計
量
検
定
所
に
お
い
て
実
施

施
町
西
田
布
施
公
民
館

町
中
央
公
民
館

町
曽
根
公
民
館

町
佐
賀
公
民
館

町
立
中
央
公
民
館

町
保
健
セ
ン
タ
ー

場

所

施
町
城
南
公
民
館

施
町
麻
郷
公
民
館

町
役
場

計
量
検
定
所
に
お
い
て
実
施
す

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を

市
町
村
森
林
整
備
計
画

萩
市
川
上
字
掛
ノ
浴
四
〇

七
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次

〇
の
一
一
、
字
小
河
内
一
七

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ

水
源
の
か
ん
養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種

山
口
県
告
示
第
三
百
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
次
の

平
成
十
七
年
五
月
十
日

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に

山
口
県
告
示
第
三
百
六
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
五
十

第
百
二
十
四
号
の
二
）
は
、
廃

平
成
十
七
年
五
月
十
日

山
口
県
告
示
第
三
百
五
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四

市
町
村
が
行
う
土
地
改
良
事
業

平
成
十
七
年
五
月
十
日

市
町
村
名

施
行

平
生
町

小
郡
大

す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当

で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も

四
〇
の
一
五
七
・
四
〇
四
〇
の
一

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、

九
〇
、
字
木
戸
一
九
一
二
の
一
、

た
目
的

は
、
定
め
な
い
。

律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三

よ
う
に
変
更
す
る
。

山
口

係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

二
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
関
す

止
す
る
。

山
口

年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十

の
施
行
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
同

山
口

地
区

事
業
の
種
類

池
地
区

た
め
池
の
整
備

該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

の
と
す
る
。

六
六
・
大
字
佐
々
並
字
奥
白
口
七

阿
東
町
大
字
篠
目
字
井
手
ケ
迫
八

一
九
一
四
、
一
九
一
五

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
知
事

二

井

関

成

る
告
示
（
平
成
十
六
年
山
口
県
告

県
知
事

二

井

関

成

六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

意
し
た
。

県
知
事

二

井

関

成

同

意

年

月

日

平
成
一
七
、

四
、
二

八

る 一四 保 示 、二



平成

〃〃〃

年 月 日 火曜日

〃〃〃〃〃〃〃〃

山 口 県

号
市萩〃〃〃

（定期）報

山
急

号
）城

二

第 号

森
林

〃

無
田

〃

〃

〃

〃

〃

無
田

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

無

田

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す

と
二
十
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ

名

大

字

名

字

市

椿

東

城

ノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

口
県
告
示
第
三
百
八
号

傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

平
成
十
七
年
五
月
十
日

之
腰
地
区
に
関
す
る
部
分
二

区

区
域
の
範
囲

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り

整
備
課
並
び
に
関
係
市
役
所
及
びケ

原

二
七
二
七
の
二

二
七
九
二
の
三

二
七
九
八
の
一
二

ケ
原

三
九
二
の
一

三
九
二
の
一

三
九
二
の
一

三
九
二
の
三

三
九
一

三
八
九
の
一

三
八
九
の
一

口

二
七
二
五

る
標
柱
一
号
か
ら
二
十
号
ま
で

た
区
域

名

地

番

腰

三
九
六
の
一
三

三
九
六
の
一

三
九
六
の
一

三
九
四

に
関
す
る
告
示
（
昭
和
五
十
一
年

。

山
口
県
知

域
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
改
め

と
お
り
と
す
る
。

栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に

十
三
号

十
四
号

十
五
号

五
号

六
号

七
号

八
号

九
号

十
号

十
一
号

十
二
号

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一

標

柱

番

号

一
号

二
号

三
号

四
号 山

口
県
告
示
第
四
百
八
十
六

事

二

井

関

成

る
。

び
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
部

供
す
る
。
）

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称

羅
漢
山
鳥
獣
保
護
区
特
別

（
二
五
九
）
特
別
保
護
地
区
の

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
別

法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定

間
及
び
当
該
特
別
保
護
地
区
の

平
成
十
七
年
五
月
十
日

地

名

及

び

番

柳
井
市
柳
井
字
国
清
八
〇
六
の
四

森
出
口
八
〇
七
の
一
四
、
四
二
〇

四
二
一
一
の
一
一
、
四
二
一
一
の

四
二
一
一
の
一
四

公

山
口
県
告
示
第
三
百
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し

そ
の
関
係
図
面
は
、
柳
井
土

平
成
十
七
年
五
月
十
日

〃

〃

〃

〃

〃

城

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃保
護
地
区

指
定
の
案
の
縦
覧

正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四

保
護
地
区
を
指
定
し
た
い
の
で
、

に
よ
り
、
当
該
指
定
に
係
る
特
別

保
護
に
関
す
る
指
針
の
案
を
次
の

山
口

地

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

並
び
に
字

九
の
二
、

一
三
及
び

四
・
〇

告

年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二

た
。

木
建
築
事
務
所
に
備
え
付
け
て
縦

山
口

二
八
〇
四
の
二

ノ

腰

二
八
三
二
の
一

二
八
三
八

二
八
四
一

三
九
六
の
三

九

年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九

同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

保
護
地
区
の
名
称
、
区
域
、
存
続

と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

県
知
事

二

井

関

成

長

（
メ
ー
ト
ル
）

る
土
地
の
面
積

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

三
四
・
五

一
三
七
・
〇
七

条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道

覧
に
供
す
る
。

県
知
事

二

井

関

成

道
路
の
敷
地
と
な

十
六
号

十
七
号

十
八
号

十
九
号

二
十
号

条同期 路

公

告



平

に

成 年 月 日 火曜日

一二
道に通班と

山 口

五六

（定期）県 報

て
三四

第 号

二
点錦みみ林県

沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
同
国
道
と

特
別
保
護
地
区
の
名
称

大
原
湖
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地

特
別
保
護
地
区
の
区
域

大
原
湖
鳥
獣
保
護
区
内
の
佐
波
郡

に
通
ず
る
小
径
と
の
三
差
路
を
起

至
り
、
同
所
か
ら
同
管
理
道
に
沿

ず
る
防
火
線
に
至
り
、
同
所
か
ら

と
の
林
班
界
に
至
り
、
同
所
か
ら

一
一
四
林
班
と
の
林
班
界
の
接
点

の
各
種
の
鳥
獣
に
と
っ
て
良
好
な

地
区
と
し
て
指
定
し
、
当
該
区
域

縦
覧
の
期
間

平
成
十
七
年
五
月
十
日
か
ら
同
月

縦
覧
の
場
所

山
口
県
岩
国
農
林
事
務
所

南
に
進
み
、
起
点
に
至
る
線
に
よ

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
平

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る

特
別
保
護
地
区
の
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
針
葉
樹
を
中
心

特
別
保
護
地
区
の
区
域

羅
漢
山
鳥
獣
保
護
区
内
の
玖
珂
郡

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
錦
町
と

町
と
美
和
町
と
の
境
界
点
に
至
り

、
二
〇
七
林
班
と
二
一
〇
林
班

、
二
〇
七
林
班
と
二
〇
八
林
班
と

班
と
二
〇
八
林
班
と
の
林
班
界
に

道
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
広
島

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

区徳
地
町
大
字
野
谷
の
一
般
国
道

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
小
径
に

っ
て
東
に
進
み
、
一
一
三
林
班

同
防
火
線
に
沿
っ
て
北
西
に
進

同
林
班
界
に
沿
っ
て
西
に
進
み

に
至
り
、
同
所
か
ら
一
一
二
林

生
息
環
境
に
あ
る
も
の
と
認
め

内
の
鳥
獣
及
び
そ
の
生
息
地
の

二
十
三
日
ま
で

っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（
面
積

成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま

指
針
の
案

と
し
た
森
林
を
有
し
、
ア
カ
ゲ

錦
町
大
字
大
原
の
広
島
県
と
同

美
和
町
と
の
境
界
線
に
沿
っ
て

、
同
所
か
ら
本
郷
村
と
錦
町
と

と
の
林
班
界
に
至
り
、
同
所
か
ら

二
一
〇
林
班
と
の
林
班
界
の
接

沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
県
道
佐

県
と
錦
町
と
の
境
界
線
に
至
り

国
道
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、

四
八
九
号
と
佐
波
川
ダ
ム
管
理

沿
っ
て
東
に
進
み
、
同
管
理
道

と
一
一
四
林
班
と
の
林
班
界
に

み
、
一
一
三
林
班
と
一
一
四
林

、
一
一
二
林
班
と
一
一
三
林
班

班
と
一
一
四
林
班
と
の
林
班
界

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
保
護

保
護
を
図
る
。

一
一
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

でラ
、
オ
オ
ル
リ
、
ハ
チ
ク
マ
等

町
と
玖
珂
郡
美
和
町
と
の
境
界

西
に
進
み
、
玖
珂
郡
本
郷
村
と

の
境
界
線
に
沿
っ
て
南
西
に
進

同
林
班
界
に
沿
っ
て
北
に
進

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
二
〇
七

伯
錦
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

、
同
所
か
ら
同
境
界
線
に
沿
っ

三

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期

と
の
三
差
路
に
至
り
、
同
所

常
盤
池
の
西
側
湛
水
線
と
の

端
を
経
て
同
池
の
東
側
湛
水

幹
線
園
路
と
の
接
点
に
至
り

車
場
に
至
り
、
同
所
か
ら
常

線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
湛

至
り
、
同
所
か
ら
同
暗
渠き
ょ

に

湛
水
線
に
沿
っ
て
南
西
に
進

沿
っ
て
西
に
進
み
、
起
点
に

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称

常
盤
鳥
獣
保
護
区
特
別
保

二

特
別
保
護
地
区
の
区
域

常
盤
鳥
獣
保
護
区
内
の
宇

の
三
差
路
を
起
点
と
し
、
同

の
三
差
路
に
至
り
、
同
所
か

カ
マ
ツ
、
コ
ナ
ラ
等
の
巨

セ
ミ
、
ヤ
マ
ド
リ
等
の
各

と
か
ら
、
特
別
保
護
地
区

る
。

五

縦
覧
の
期
間

平
成
十
七
年
五
月
十
日
か

六

縦
覧
の
場
所

山
口
県
山
口
農
林
事
務
所

起
点
に
至
る
線
に
よ
っ
て
囲

三

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

四

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に

特
別
保
護
地
区
の
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
県
民
が

間 か
ら
同
園
路
に
沿
っ
て
北
西
に
進

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
湛
水

線
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
大
字
沖

、
同
所
か
ら
同
幹
線
園
路
に
沿
っ

盤
池
の
南
側
湛
水
線
に
通
ず
る
小

水
線
に
沿
っ
て
南
西
に
進
み
、
常

沿
っ
て
南
西
に
進
み
、
女
夫
池
の

み
、
一
般
国
道
一
九
〇
号
と
の
接

至
る
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

護
地
区

部
市
則
貞
三
丁
目
の
一
般
国
道
一

所
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北
東
に

ら
市
道
常
盤
公
園
開
片
倉
線
に
沿

樹
が
大
部
分
を
占
め
る
天
然
林
を

種
の
鳥
獣
に
と
っ
て
良
好
な
生
息

と
し
て
指
定
し
、
当
該
区
域
内
の

ら
同
月
二
十
三
日
ま
で

ま
れ
た
区
域
の
徳
地
町
有
林
の
全

間か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一

関
す
る
指
針
の
案

野
鳥
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

み
、
野
中
三
丁
目
の
ぼ
た
ん
園
前

線
に
沿
っ
て
北
に
進
み
、
同
池
の

宇
部
字
兵
右
エ
門
屋
敷
の
常
盤
公

て
南
に
進
み
、
常
盤
公
園
東
入
口

径
に
沿
っ
て
南
西
に
進
み
、
同
湛

盤
池
か
ら
女
夫
池
に
通
ず
る
暗
渠き

ょ

東
側
湛
水
線
に
至
り
、
同
所
か
ら

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道

（
面
積

一
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

九
〇
号
と
市
道
常
盤
公
園
江
頭
線

進
み
、
市
道
常
盤
公
園
開
片
倉
線

っ
て
北
西
に
進
み
、
常
盤
公
園
園

有
し
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
、
ヤ

環
境
に
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

鳥
獣
及
び
そ
の
生
息
地
の
保
護
を

域
（
面
積

三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

日
ま
で

う
整
備
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

一
〇

の北園駐水に同に とと路 マこ図 ア



平成

六

年 月 日 火曜日

二三四五

山 口 県

（
二家

十
七

一

（定期）報

五六

第 号

四

講
習
科
目

開
催
場
所

防
府
市
大
字
牟
礼

山
口
県
立
農

美
袮
市
伊
佐
町
河
原

山
口
県
畜

開
催
期
間

平
成
十
七
年
六
月
十
三
日
（
月
曜

受
講
者
の
定
員

十
五
人

講
習
に
係
る
家
畜
の
種
類

牛 六
〇
）
平
成
十
七
年
度
山
口
県
家

畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年

年
度
山
口
県
家
畜
人
工
授
精
師
養

平
成
十
七
年
五
月
十
日

講
習
会
の
種
別

家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会

獣
に
と
っ
て
良
好
な
生
息
環
境
に

指
定
し
、
当
該
区
域
内
の
鳥
獣
及

縦
覧
の
期
間

平
成
十
七
年
五
月
十
日
か
ら
同
月

縦
覧
の
場
所

山
口
県
美
祢
農
林
事
務
所

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
平

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る

特
別
保
護
地
区
の
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地

指
定
の
目
的

当
該
区
域
は
、
広
葉
樹
を
中
心

れ
て
い
る
都
市
公
園
を
有
し
、
オ

業
大
学
校

産
試
験
場

日
）
か
ら
同
年
七
月
八
日
（
金

畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習
会
の

法
律
第
二
百
九
号
）
第
十
六
条

成
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催

山
口
県
知

あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

び
そ
の
生
息
地
の
保
護
を
図
る

二
十
三
日
ま
で

成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま

指
針
の
案

と
し
た
森
林
及
び
野
鳥
を
観
察

オ
バ
ン
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
、
セ
ン

曜
日
）
ま
で

開
催

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

し
ま
す
。

事

二

井

関

成

か
ら
、
特
別
保
護
地
区
と
し
て

。 です
る
場
所
と
し
て
広
く
利
用
さ

ダ
イ
ム
シ
ク
イ
等
の
各
種
の
鳥

下
関
市
、
宇
部
市
、
山
口

郡
小
郡
町
及
び
阿
武
郡
阿
東

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お

平
成
十
七
年
五
月
十
日

一

作
業
の
種
類

基
本
測
量
（
都
市
再
生
、

二

作
業
の
地
域

十

受
講
手
数
料

一
万
六
千
八
百
円
に
相
当

収
入
証
紙
に
は
、
消
印
を
し

十
一

そ
の
他

こ
の
講
習
会
の
受
講
に
つ

（
電
話
〇
八
三

九
三
三

（
二
六
一
）
基
本
測
量
の
実
施

七

受
講
願
書
の
提
出
期
限

平
成
十
七
年
五
月
二
十
日

八

受
講
の
手
続

講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る

経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る

九

受
講
者
の
決
定

受
講
者
を
決
定
し
た
と
き

区

分

一
般
科
目

畜
産
概
論

学
科

専
門
科
目

生
殖
器
解
剖

実

習

家
畜
の
飼
養

工
授
精

市
、
下
松
市
、
長
門
市
、
美
祢
市

町 律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第

り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

山
口

国
土
調
査
及
び
確
定
測
量
に
伴
う

す
る
山
口
県
収
入
証
紙
を
受
講
願

な
い
こ
と
。

い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
市
滝
町

三
四
三
四
）
又
は
最
寄
り
の
家
畜

（
金
曜
日
）

者
は
、
受
講
申
込
書
を
住
所
地
を

こ
と
。

は
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
本
人

科
家
畜
の
栄
養

家
畜
の
飼
養
管
理

家

繁
殖
生
理

精
子
生
理

種
付
け
の

管
理

家
畜
の
審
査

生
殖
器
解
剖

一
一

、
周
南
市
、
山
陽
小
野
田
市
、
吉

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。

県
知
事

二

井

関

成

基
準
点
測
量
）

書
の
所
定
の
欄
に
は
る
こ
と
。
こ

一
番
一
号

山
口
県
農
林
部
畜
産

保
健
衛
生
所
に
す
る
こ
と
。

管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長

に
通
知
す
る
。

目

畜
の
育
種

関
係
法
規

理
論

人
工
授
精

発
情
鑑
定

精
液
精
子
検
査
法

人
敷 省 の課 を



平
成
十

平
成
十

平成 年 月 日 火曜日

氏加
藤

柳
澤

大
田

山 口

公
労

月
十

（定期）県 報

一二

第 号

三（
二土

東
町七

年
五
月
十
日
印
刷

発

七
年
五
月
十
日
発
行

発

平
成
十
七
年
五
月
十
日

名

略

政
男

山
口
県
労
働
委
員
会
公

山
口
県
労
働
協
会
理
事

旭

山
口
県
労
働
委
員
会
公

山
口
大
学
経
済
学
部
教

明
登

山
口
県
労
働
委
員
会
公

弁
護
士 労

働

委

告山
口
県
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ

働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年

四
日
現
在
の
山
口
県
労
働
委
員
会

平
成
十
七
年
五
月
十
日

就
任
し
た
理
事

氏

名

住

柴
田

修
身

広
島
市
安
佐

退
任
し
た
理
事

氏

名

住

山
根

俊
郎

玖
珂
郡
周
東

作
業
の
期
間

平
成
十
七
年
五
月
九
日
か
ら
平
成

六
二
）
土
地
区
画
整
理
組
合
の
理

地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年

久
宗
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
次行

所

山

口

県

庁

行
人

山
口
県
知
事

山
口
県
労
働
委
員
会
会

益
委
員

長益
委
員

授益
委
員

員

会

ん
員
候
補
者

法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
条
の

の
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
は
、
次

山
口
県
知

所

北
区
口
田
四
丁
目
一
九
番
一
九

所

町
大
字
下
久
原
八
九
三
の
一

十
八
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

事
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出

法
律
第
百
十
九
号
）
第
二
十
九

の
と
お
り
理
事
の
氏
名
及
び
住

定
価
一
箇
月

金
二
千
七

長

加

藤

政

男

歴
規
定
に
基
づ
く
平
成
十
七
年
四

の
と
お
り
で
す
。

事

二

井

関

成

号 条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
周

所
の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

百
円
（
送
料
共
）

中
田

士
朗

前
山
口
県
労
働

川
尻

博
之

山
口
県
労
働
委

家
根
内
健
二

山
口
県
労
働
委

斉
藤

憲
平

山
口
県
商
工
労

藤
井

俊
照

山
口
県
東
部
労

菅
野

能
久

山
口
県
西
部
労

大
谷

憲
史

山
口
県
労
働
委

東
洋
鋼
鈑
株
式

山
田

義
裕

山
口
県
労
働
委

宇
部
鉄
工
業
協

小
谷

典
子

前
山
口
県
労
働

中
山

修
身

前
山
口
県
労
働

阿
部

哲
男

前
山
口
県
労
働

須
之
内
良
夫

前
山
口
県
労
働

吉
木

英
一

前
山
口
県
労
働

長
嶺

平
治

山
口
県
労
働
委

日
本
労
働
組
合

山
田

正
人

山
口
県
労
働
委

全
日
本
運
輸
産

浅
野

正
之

山
口
県
労
働
委

宇
部
興
産
株
式

猪
塚

一
夫

山
口
県
労
働
委

林
兼
産
業
株
式

井
上

徹

山
口
県
労
働
委

山
口
県
経
営
者

北
本

時
枝

山
口
県
労
働
委

税
理
士

中
坪

清

山
口
県
労
働
委

弁
護
士

大
塚

健
二

山
口
県
労
働
委

マ
ツ
ダ
労
働
組

杉
本

郁
夫

山
口
県
労
働
委

ト
ク
ヤ
マ
労
働

中
野

威

山
口
県
労
働
委

日
本
労
働
組
合

委
員
会
使
用
者
委
員

員
会
事
務
局
長

員
会
事
務
局
次
長

働
部
労
政
課
長

政
事
務
所
長

政
事
務
所
長

員
会
使
用
者
委
員

会
社
取
締
役
下
松
工
場
次
長

員
会
使
用
者
委
員

同
組
合
理
事
長

委
員
会
公
益
委
員

委
員
会
公
益
委
員

委
員
会
労
働
者
委
員

委
員
会
労
働
者
委
員

委
員
会
労
働
者
委
員

員
会
労
働
者
委
員

総
連
合
会
山
口
県
連
合
会
会
長

員
会
労
働
者
委
員

業
労
働
組
合
連
合
会
山
口
県
連
合

員
会
使
用
者
委
員

会
社
顧
問

員
会
使
用
者
委
員

会
社
常
務
取
締
役

員
会
使
用
者
委
員

協
会
専
務
理
事

員
会
公
益
委
員

員
会
公
益
委
員

員
会
労
働
者
委
員

合
副
執
行
委
員
長

員
会
労
働
者
委
員

組
合
執
行
委
員
長

員
会
労
働
者
委
員

総
連
合
会
山
口
県
連
合
会
事
務
局

会
執
行
委
員
長

長

一
二

労

働

委

員

会


